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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

･M-SEHLLの書式に名前の記載欄ができましたので、これから記入お願いします。

　･病棟環境･美化推進班からですが、布団干し予定表を作成しています。実施日は

5/25(日) より予定していますので、各自確認お願いします。予定表は、スタッフオフィス内の手洗い場美化チエック表の下の所に貼ってありますので、忘れずに記入宜しくお願いします。

· レストランへの移動について、現在、時間にホールへ集まり皆さんで移動していますが、明日より１週間、朝8：00～8：30　昼12：00～12：30　夕18：00～18：30ホールへ集まらず自発的に移動して頂く事にしています。

残食の記入に関しては、１週間実施し検討する事にしています。それまでは今まで通りスタッフが記入をして行く事としています。

患者様へは本日のナイトプログラムにて説明して下さい。

＜患者様連絡事項＞

･浅野　秀子様～本人不安訴えている為、5/21からの定期薬変更となっています。

　　　　　　　 リスペリドン(1)(精神神経用剤)2T　2×ndE　 3T 1×vdsでしたが、リスペリドン(1)(精神神経用剤)5T (2-1-2)となっています。

　　　　　　　　精神状態の変化に注意し、日課の取り組み状況確認していきましょう。夜間の睡眠状態も合わせて観察して下さい。

･十日市　利喜様～本人より、粉薬から錠剤を希望しており、5/21からの定期薬よりFK散から、ドグマチール錠に変更となっています。腹部症状及び精神状態の観察確認をしていきましょう。

･伊藤　五十二様、大下　良悦様の年金の更新があります。伊藤五十二様は、山田PSWが手続きする事となっており、大下　良悦様は、御家族の方が手続きし、病院に連絡がくる事となっています。

· 佐々木　淳様～本日、室岡整形外科に受診しています。今後、病院受診はしなく

ても良いとの事ですが、リハビリは治るまで継続して下さいと

の指示あります。月～金曜日の作業の時間5～10分に作業療法

士付き添いにて、手関節掌屈、背屈を行って頂きます。現在は、

手関節掌屈30℃、背屈35℃という状態なので、本人のペースに合わしながら行っていく予定です。

看護の関わりとしては、生活面での必要な介入(コップを持った

り)をして行く事と、病棟で毎日16：30に、歩行バランスの訓

　練を実施継続し、左肩リンパから、手先までかけて入念にマ

ッサージを施行していきましょう。スタッフが対応出来るよう,

スタッフ一人一人訓練方法について周知していきましょう。

また、火、水曜日のカンファレンス時間に作業療法士の方が参

加しますので、毎週評価して行く事となっています。シーネに

関しては寝る前に外して頂き、起床時には、シーネ固定をして

いく方向となります。今後も、起床時、中途覚醒時、夜間時の


転倒の恐れありますので、すり足や前のめり、早歩き時には、声掛けをその都度行っていき、引き続き身体、精神状態を観察して行きましょう。家族の方が面会等に来られた場合、領収書と診察券を忘れずに返してください。

＜田名部Dr担当患者様評価･検討＞

･豊川 明男様～本日、作業中に1時間くらい動悸がしたんですと病棟に戻られてから訴えあり、脈拍120回/分本人曰く、｢今よりは早かった、北病棟に来てから初めての動悸である事｣話されています。本人には、調子が悪い時は、近くにいるスタッフに教えてくださいと伝えています。田名部Drは、精神的なものからくると考えられ、薬の内容を検討していくとしています。（5月28日定期薬変更予定）今後も、調子が悪い時、本人から訴え時には脈拍測定を行って不安を和らげていきましょう。現在、外出時も自己臭を気にされながらも少しずつ時間が取れてきているので、本人の体調をみながら単独外出へ向け進めて行きましょう。

　　　　　　　本人より、シンラック液を飲み忘れる事があると言う事で、錠剤希望していますが、このままシンラック液で様子を見ましょうと言う事なので、保管場所として昼食後薬のケースにいれてあります。

　　　　　　　本人希望時に、服薬渡して行くこととしています。

ネリプロクト軟膏ですが、定期へ検討していましたが、薬局へ確認した所、ステロイド剤なので、長く使用する薬ではありません。このまま臨時薬処方とし、状態観察していきましょう。

　　　　　　　左第1指の腫脹はまだあるが、疼痛、その他の支障はない為経過観察としています。

今後の方針として、青山荘入所に関し、7月上旬を予定とし、進めていく事としています。

･飯豊　信雄様～5/17日午前、本人は｢先生に単独外出をしてもいいと言われた｣と話して、単独で出て行こうとされる事あり、まだ単独で行けない事説明していますが納得されていない様子みられる事ありました。以後、単独で行こうとされる事ないですが、その都度本人には説明していきましょう。今後は、病院外の事物の認識を促進させる必要があると考えられ、付き添いの外出から始めて、道路、歩道、信号、標識などの確認をして施設での生活に向けていくようにする。青山荘入所を予定とし進めていきましょう。

・蛯名　勝幸様～左大腿部痛軽減され、昨日夕食後服用にて臨時薬（解熱鎮痛消炎剤、酵素剤）飲みきり止めとなっていました。本日田名部Dr診察しています。湿布についても止めとなっています。歩行は良いが、走る事はしばらく控えて頂きましょう。

　　　　　　　

　　　　　　　　
＜勉強会＞

十日市利喜様に処方されたドグマチール錠について勉強会を行っています。

･ドグマチール錠について

1･概説

　胃の働きをよくするお薬です。また、うつ状態を改善したり、気分を安定させる

　作用もあります。

作用-1

　胃の粘膜の血流をよくして、胃潰瘍の治りを助けます。また、胃腸の動きを活発

　にして、吐き気やもたれの症状をよくします。胃腸症状に対しては、比較的少量

　を用います。

作用-2

　気分が、晴れずに落ち込んだり、悲観的になったり、眠れない‥そんなこじれた

　心の症状を｢うつ｣を治します。脳の活動を良くして、気持ちが前向きになるのを

　助けます。脳内の神経伝達物質ノルアドレナリンの放出を促進する作用があると

　いわれます。この場合、やや多めの量を用います。

作用-3

　心の病気の一つ｢統合失調症｣は、脳の情報伝達系に不調を生じる病気です。現実

　が正しく認識できなくなったり、思考や感情のコントロールが上手にできなくな

　ります。幻聴や幻覚、妄想を生じることもあります。

2･効能

　胃･十二指腸潰瘍。

　うつ病･うつ状態。

　統合失調症。

3･用法

　胃･十二指腸潰瘍、スルピリドとして、通常成人1日150mgを3回に分割経口服用

　する。なお、症状により適宣増減する。










